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５心臓超音波検査のＭモードを示す画像はどれか。

ａ図①

ｂ図②

ｃ図③

ｄ図④

ｅ図⑤

正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ診療所は入院施設を有しない。

ｂ地域医療支援病院は救急医療を提供する。

ｃ特定機能病院の受診には紹介状が必須である。

ｄ助産所は母体保護法によって規定されている。

ｅ地域包括支援センターは介護保険法によって規定されている。

図②

図①
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２１歳児の身体的診察で最後に診察すべきものはどれかＣ

ａ大泉門の触診

ｂ咽頭の視診

ｃ心臓の聴診

ｄ腹部の触診

ｅ皮層の視診
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３器官形成期（感受期）はどの時期か。

ａ受精後０～２週

b受怖後2~4週

ｃ受精後４～８週

．妊娠８～１２週

ｅ妊娠12～１６週
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６小児の成長で正しいのはどれか。

ａ乳歯は生後１０か月頃より生え始める。

ｂ１歳での手根骨の化骨は２つである。

ｃ１歳での頭囲は約５０ｃｍである。

ｄ１歳での身長は約６５ｃｍである。

eRohrer指数は乳幼児の栄韮状態の判定に使用される。
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４正しいのはどれか。

ａ健康増進法には健康手1帳の交付が規定されている。

ｂ軽饗老人ホームは老人福祉法による措置施設である。

ｃ高齢者医療確保法によって病床規制が図られている。

ｄ介護老人福祉施設は家庭復帰を目的とする施設である。

ｅ介誰保険で要支援状態と認定されても、必要に応じて１
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-+v－必要に応じて施設サービスを受けられる。
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

１２認知症診断のための改訂長谷川式簡易知能評価スケールにないのはどれか。７正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ国勢訓査は人口動態統計のことである。

ｂ患者調査では疾病毎の梶患率が算出できる。

ｃわが国の年少人口は全人口の１５％以下である。

ｄ生産年齢人口は18歳から６０歳までの人口である。

ｅ人口動態統計には離婚に関するデータが含まれる。
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１３Ⅱ型呼吸不全を呈するのはどれか。２つ選べＣ

ａ肺炎

ｂ無気肺

ｃ過敏 性肺炎

ｄ慢性閉塞性肺疾患

eGuill副in-Barre症候群

８胎児心拍（数）について正しいのはどれか。

ａ経睦超音波断層法で５週に確認できる。

ｂ８週の胎児心拍数はｌ８０ｂｐｍである。

ｃ超音波ドプラ法では１０週で100％確認できる｡

。３０週では基線細変動はみられない。

ｅ３２週では一過性徐脈の出現頻度は高い。

１４飢餓のときに血液中に増加するのはどれか。

ａ総コレステロール

ｂインスリン

ｃグルコース

．アル ブミン

ｅケトン体

ｇ正しいのはどれか。

ａ在宅医療に関しては介護保険が適用される。

ｂ社会福祉行政の第一線機関は社会福祉事務所である。

ｃ在宅医療は主に訪問看護師により行われる医療である。

ｄ通所リハビリテーションは介護老人福祉施設で行われる。

ｅ訪問看護ステーションには常勤の医師の配置が義務付けられている。

１５筋‘性防御を伴わないのはどれか。

ａ急性虫垂炎

ｂ急性 胆進炎

ｃ汎発性腹膜炎

．麻揮性イレウス

ｅ十二指腸漬癌穿孔

１０疾患と生体機能検査の組合せで誤っているのはどれか。

IＣＧ試験

直腸I工門内圧測定

BT-PABA(PFD)試験

セクレチン負荷試験

αl_アンチトリプシン試験

ａ肝硬変

ｂアカラシア

ｃ慢性jl華炎

dZollinger-Ellison症候群

ｅクローン病

循環血液量減少性ショック

急性心筋梗塞

心タンポナーデ

造影剤アレルギー

Ⅲ度熱傷

－１０５．３－

アナフイラキシーシヨツク

１６生後７日の正期産児で正常範囲とされるのはどれか。

ａ９％の体重減少

ｂ１日５回の排便

ｃ大泉門０．５×０．５ｃｍ

ｄ１回哨乳量５～１０ｍＪ

ｅ右肋骨弓下に肝を４ｃｍ触知

11ショックと原因の組合せで誤っているのはどれか。２つ選べｏ

ａ心原性シヨックー

b循環血液量減少値

ｃ敗血症性ショック

．アナフィラキシー

ｅ神経原性ショック

ｆ

－１０５４－
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

２２写真と緊急処置の組合せで誤っているのはどれか。１７次の妊婦血中ホルモンのうち妊娠中のピークが妊娠初期にあるのはどれか。

ａ プ ロ ラ ク チ ン

ｂ プ ロ ゲ ス テ ロ ン

ｃ総エストリオール

ｄヒト紘毛性ゴナドトロピン（hCG）

ｅヒト胎盤性ラクトーゲン（hPL）

心嚢穿刺
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フレイル固定

－１０５－５－

目

－１０５－６－

このような障害の状態をICF（国際１８ある疾病のために下肢に麻陣があり歩行障害が生じている。

生活機能分類）では何と呼ぶか。

ａ機能障害

ｂ 能力 低下

ｃ参加制約

．活 動制 限

ｅＱｏＬ低下

Ａ

陽圧換気

２１深部静脈血栓症の予防で誤っているのはどれか。

ａ駆血帯

ｂ弾'性ストッキング

ｃ等尺性筋収縮訓練

．凝固第１０因子阻害薬

ｅ足底の間欠的空気圧迫

蕊

Ｆ一一
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１９免疫グロブリンについて正しいのはどれか。２つ選べ。

ａｌｇＭはＴリンパ球から産生される。

ｂ一次免疫応答ではIgG抗体が産生される。

ｃモノクローナル抗体は単一の抗原決定基と反応する。

ｄ定常領域の違いによって抗体は５種類に分けられる。

ｅペプシン処理により２つのFab部分と１つのＦｃ部分に分かれる。

四
四

録

胸腔ドレナーシ。

２０術後管理として適切でないのはどれか。

ａ嬉痛を和らげた。

ｂ不足した水分を輸液にて補った。

ｃ呼吸状態のモニタリングをした。

ｄ経口摂取不能であったため経管栄養を行った。

ｅ必要ではなかったが念のため離床を遅らせた。

創外固定



３０労働衛生統計で正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ最近のじん肺定期健康診断での有所見率は２０％を超えている。

ｂ一般健康診断の有所見率が最も高い検査項目は血中脂質である。

Ｃｌ年間に発生する休業４日以上の死傷者数は１万人以下に減少した。

ｄ千人率は延べ労働時間１００万当りの労働災害による死傷者数である。

ｅ業務上疾病では負傷に起因する疾病（特に災害性腰痛）の発生が最も多い。

ｒ
Ｌ

2011(H23)年度6年生総合試験問題

２８頻尿と切迫感を伴う失禁の診察で正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ尿道カテーテルを留置する。

ｂ超音波検査による腎実質の測定を行う。

ｃ尿検査を行い、結果により尿細菌培韮検査を追加する。

ｄ飲水後運動負荷により失禁量をパッドにより測定する。

ｅ数'1間の排尿日誌をつけさせて、飲推堂と排尿鐘、その頻度を観察する。

２３心房中隔欠損症の駆出性収縮期雑音が聴診されやすいのはどこか。

ａ心尖部

ｂ胸骨右縁第４肋間

ｃ胸骨左縁第４肋間

ｄ胸骨右縁第２肋間

ｅ胸骨左縁第２肋間

２９正しいのはどれか。

ａ顔面動脈は外頚動脈の終枝の１つである。

ｂ中硬膜動脈は内頚動脈から分岐する。

ｃ椎骨動脈は脳底動脈となる。

ｄ鎖骨下動脈は第２肋骨外側縁のところで服嵩動脈となる。

ｅ服商動脈は小円筋の上縁のところで上腕動脈となる。

２４放射線障害で闘値がないのはどれか。２つ選べ。

ａ脱毛

ｂ白内障

ｃ白血病

ｄ染色体異常

ｅ皮層の紅斑

編
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２５麻薬性鎮痛薬でないのはどれかＣ

ａペチジン

ｂフェンタニル

ｃモルヒネ

．ケタミン

ｅプロポフォール

３１細胞外液について正しいのはどれか。

a細胞外液量を訓節するホルモンは、パｿプﾚｼﾝである｡

b細胞外液量を維持するﾎﾙﾓﾝは､ｱﾙドｽﾃﾛﾝである｡

ｃ健常者の細胞外液のｐＨは、７．１～7.3である。

ｄ健常者の細胞外液の浸透圧は、330～360ｍＯｓｍ/kgH20である。

ｅ細胞外液の主要電解質は、KClである。

２６前頭葉機能障害の評価に用いるのはどれか。

aRorschachテスト

ｂ標準高次視知覚検査

cMinnesota多面人格検査くＭＭＰＩ〉

dMini-MentalStateEﾇ月rnin角筒ｏｎ〈ＭＭＳＥ〉

ｅウイスコンシンカードソーテイングテスト〈ＷCST〉

３２食餌から摂る必要のないのはどれか。

ａ葉酸

ｂチアミン

ｃコバラミン

ｄユピキノン（CoQ）

ｅナイアシン（ニコチン酸）

２７紫斑の診断に有用な検査法はどれか。

ａ硝子圧法

bWood灯検査

cNikolsky現象

．パッチテスト

ｅサーモグラフイー検査

－１０５－８－
－１０５－７－
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

３８脳死判定について正しいのはどれか。

ａ脊髄反射は認められてもよい。

ｂ自発呼吸は認められてもよい。

ｃ生後満８週から判定が可能である。

ｄ薬剤や体温による影響は考えなくてよい。

ｅ１５歳以上のとき虐待の有無については考えなくてよい。

３３介入研究に関して正しいのはどれか。

ａ対象群と介入群の標本数は同一にする。

ｂ偽薬（プラセボ）群であることは、処方医が知っている方が望ましい。

ｃ介入により有害事象が発生したと判断した場合に、研究を中断できる。

ｄ無作為割付を行うために、カルテ番号の順に対象群と介入群を交互に割りつける。

ｅ投与された薬が偽薬（プラセボ）であるか､患者のみが知らない場合に、二垂盲検法という。

３９正しい組合せはどれか。２つ選べ。３４常染色体性優性遺伝病はどれか。２つ選べ。

ａ口蓋裂

ｂ血友病Ａ

Ｃ ハ ン チ ン ト ン 病

ｄ神経線維腫症１型

ｅ フェ ニル ケト ン尿症

死体解剖保存法監察医

定期健康診断

BCG接種一

衛生管理者一

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ

一母子保健法

『

一予防接種法

一労働基準法

高齢者医療確保法

－１０５－１０－
－１０５－９－

4O正しいのはどれか。

ａ右肺には大動脈瀞がある。

ｂ右肺は２葉、左肺は３葉からなる。

ｃ胸膜腔内は陽圧に保たれ、肺を広げている。

。左右の胸膜腔は肺門周囲でつながっている。

ｅ肺尖は鎖骨からは２～３ｃｍ上方に突出している。

３５以下のメカニズムのうち、他と異なるタイプの過敏性反応を仲介するものはどれか。

ａ免疫複合体沈若

ｂＦｃ受容体仲介性食作用

ｃ抗受容体抗体による架橋活性化

ｄ補体依存性細胞溶解反応（CDCC）

ｅ抗体依存性細胞仲介性細胞傷害（ＡDCC）

３６労働安全衛生法の定期健康診断の対象者はどれか。

ａ主婦

ｂ中学教諭

ｃ派巡労働者

ｄ農業従事者

ｅ医学部大学院生

３７抗ヒスタミン薬の有害反応はどれか。

ａ精神運動機能の低下

ｂ血圧上昇

ｃ体重減少

ｄ不眠

ｅ流涙
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

４２４４歳の女性。会社の健康診断で脂質異常と肥満を指摘され、２次健康診断を勧められ来院した。

現病歴：生来健康。

既往歴、家族歴：特になし

生活歴：主婦。タバコ２０本／日１５年間

月経歴：３０日周期、出血量は特に多くない

現症：身長163ｃｍ，体重７４ｋｇ･血圧120/８６mmHg･腹囲９０ｃｍ･

初診時の対応として誤っているのはどれか。

ａ高脂血症薬を投与する。

ｂ血糖値を測定する。

ｃ禁煙外来を予約する。

ｄ腹部超音波検査を予約する。

ｅ栄養指導を予約する。

４１３０歳の１回経産婦。前回の妊娠は妊娠40週２日で3,2009の男児を自然経膿分娩した。今回の

妊娠中の経過は順調であり、妊娠38週４日に陣痛が発来したので入院した。入院後も陣痛は次第

に増強して子宮口も徐々に開大した。８時間後、子宮口全開大、児頭の下降度ＳＰ＋２～＋３ｃｍ、

小泉門は９時の方向に触知した。その２時間後も所見は変わらず、坐骨疎は触知困難で、産癌を

認めない。胎児心拍数陣痛図を示す。

この時点で考えられるのはどれか。

ａ後方後頭位

ｂ低在横定位

ｃ児頭骨盤不均衡

ｄ続発性微弱陣痛

enon-reassuringfetalstatus

】一

『 胆
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４３７９歳の男性。身長164cm、体重５５ｋｇ・左前胸部皮下に１４×９cmの脂肪腫が認められたため局

所浸潤麻酔下に切除を行っていた。手術を開始して３０分ごろ、口周囲のしびれ感を訴えた。血圧

152/８８ｍｍＨｇ・心拍数１０２／分。呼吸数１６／分。手術を続行しながら経過を観察したところ落ち

着きがなくなってきたため、手術を中断した。

このあと経過観察をする上で注意すべき症状・徴候はどれか。２つ選べ。

ａ鼻閉

ｂ複視

ｃ 唾掌

ｄ腹部膨満

ｅ 発熱
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胎児心拍数陣痛図

４４６８歳の男性。肺がんで骨転移を認めている。最近、化学療法の効果が認められていないことを

主治医から伝えられた。その後から、表情が険しくなり、口数も少なくなった。本人は「この後

どうなってしまうのかが心配」「不安に押しつぶされそうになってしまうのに必死に耐えている」

と話す。家族からも「少し気持ちが楽になる方法はないか」と相談があり、精神療法的なアプロー

チと並行して薬物療法の希望があった。

使用すべき薬剤はどれか。

ａモルヒネ

ｂバル プロ酸

ｃプレドニゾロン

．アルプラゾラム

ｅハロペリドール

－１０５－１２－
－１０５－１１－
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４８６０歳の女性。暇気Ⅱ厘吐で来院した。４０歳頃から蛋白尿のため近医で加療中である。意識清明。

血圧170/９０ｍｍＨｇ・心音は正常、両下肢に浮腫を認めた。左前腕に内シヤントがあり血流音は良

好である。

尿所見：蛋白２＋、潜血（一)。

血液所見：白血球9000,Ｈｂ９．７９/ｄｊ、血小板１９万。

血液生化学所見：尿素窒素９９ｍｇ/dﾉ、クレアチニン９．７ｍｇ/ｄｊ。

腹部超音波で両腎の萎縮を認めた。この患者に血液透析療法を開始した。

透析液組成で正しいのはどれか。

ａＮａｌ３５ｍＥｑ/ｊ、Ｋ5.0mEq"、Ｃａｌ０．０ｍｇ/dI、ＨＣＯ５３０ｍｍｏｌ/Ｉ

ｂＮａｌ３５ｍＥｑ/J、Ｋ２５ｍＥｑ/J、Ｃａ7.0ｍｇ/dﾉ、ＨＣＯ５１０ｍｍｏｌ/Ｊ

ｃＮａｌ３５ｍＥｑ/ｊ、Ｋ２５ｍＥｑ/j、Ｃａ７．０ｍｇ/dJ、ＨＣＯ３３０ｍｍｏｌ/ノ

ｄＮａｌ４８ｍＥｑ/I、Ｋ５０ｍＥｑ/Ｉ、Ｃａ７．０ｍｇ/dJ、ＨＣＯ訂ｌＯｍｍｏｌ/ノ

eNal48mEq/Ｉ、Ｋ２５ｍＥｑ/ﾉ、Ｃａｌ0.0ｍｇ/ｄｊ、ＨＣＯ５３０ｍｍｏｌ/ノ

４５上大静脈と下大静脈からの同時造影写真を示す。

この患者に通常みられない所見はどれか。

ａ貧血

ｂ牌腫

ｃ腹水

ｄ血小板減少

ｅ腹壁の膳中心性皮下静脈怒張

里

〆

蕊

１

Ｌ

『

孟炭
造影写真

４６７２歳の男性。肺結核後遺症により３年前から在宅酸素療法を行っている。普段の酸素投与塗は、

安静時０２５〃分、労作時ｌﾉ/分である。数日前より感冒症状を認めていたが、本日より発熱、湿性

咳噺、呼吸困難が出現し、救急外来を受診した。体温38.2℃。呼吸回数30回／分。脈拍１１８回／分。

血圧112/６８mmHgoSpO282％(酸素１J/分吸入下)。意識レベルはやや混濁｡動脈血液ガス分析にて、

ｐＨ7.21、PaO2518Torr、PaCO268,５Torr，HCO５２８．４mEq/Z。

この患者について正しいのはどれか。

ａ高圧酸素療法の適応である。

ｂ代謝性アシドーシスである。

ｃ人工呼吸療法も考慮して診療する。

ｄこのまま酸素投与量は増やさず様子を見る。

ｅ意識障害があるため、頭部ＣＴ検沓をまず先に行う。

４９４９歳の男‘性。血疾を主訴に来院した。ｌか月前から全身倦怠感があり、食欲が低下していた。

２日前から血疾が出現し、息切れが徐々 に進行した。血圧156/９４ｍｍＨｇ・尿所見：蛋白ｌ+、潜

血３+・血液生化学所見：総蛋白６．０９/d/、アルブミン３．２９/dﾉ、尿素窒素４５ｍｇ/dZ，クレアチニ

ン３．２ｍｇ/djo免疫学所見：ＣＲＰ５．６ｍｇ/dﾉ、抗基底膜抗体陽性。

アレルギー反応のCoombs分類で、この疾患と同じ型に属するのはどれか。

ａ気管支瑞息

ｂ急性糸球体腎炎

ｃツベルクリン反応

ｄ自己免疫性溶血性貧血

ｅアレルギー性肉芽腫性血管炎

４７４８歳の女性。専業主婦。健康診断で空腹時血糖１６８ｍｇ/ｄｊ、ＨｂＡｌｃ７,4％を指摘されたため来院

した。身長155ｃｍ､体重５４ｋｇ・尿蛋白（一)。普段は家で過ごすことが多く、定期的な運動は行っ

ていない。

指示すべき食事療法で最も適切なのはどれか。

ａ1,400kcal/日(糖質５５％、蛋白２０％、脂質25％）

ｂ1,600kcal/日(糖質３５％、蛋白30％、脂質３５％）

ｃ1,600kcal/日(糖質５５％、蛋白２０％、脂質２５％）

ｄ1,800kcal/日(糖質５５％、蛋白20％、脂質２５％）

ｅ1,800kcal／日(糖質３５％、蛋白３０％、脂質３５％）

５０５８歳の男性◎ウイスキーのボトルを２本飲み干したのち急激な上腹部痛を訴え来院した。血清

アミラーゼ値は2’560Ｕ〃（基準３７～125Ｕ/Ｉ）であった。入院加療していたが翌日の血液検査所

見では血小板数4.5万､PT-INRは１．８３(基準1.00以下)､FDP値は１２０鱈/ｍＪ(基準４．９浬g/ｍＺ以下）

であった。出血症状は認めていない。

次に行うべき処置として正しいのはどれか。

ａ陣切除術

ｂ利尿薬の投与

ｃ低分子へパリンの投与

ｄ内視鏡的逆行性陣管造影

ｅ経皮経肝胆道ドレナージ

－１０５．１４－－１０５－１３－



ｂ出血に乏しい肉芽の残存

ｃ鋼線刺入による手指の固定

ｄタイオーバー法による強い圧迫

ｅ癖痕切除後の移植床からの出血

「
伝
■
■
巴

2011(H23)年度6年生総合試験問題

５４５６歳の女性。熱傷後の左中指・環指から左手掌部の雁痕拘縮を解除するため皮膚移植術を施行

した。

皮間移植の生着向上に適しているのはどれか。２つ選べ。

ａ残存する真皮屑の除去

５１６歳の男児。半年前より左前腕を律動的に回施させる連動が目立つ様になる。会話時に増強する。

正しいのはどれか。

ａ３～４歳に好発する。

ｂ知能障害を伴う。

ｃ随意的に抑制できる。

d睡眠中にもみられる。

ｅ脳波に疎波がみられる。

辰
崖

５２３１歳の初産婦。妊娠39週４日。陣痛発来のため入院した。入院時の外診では第１頭位であった。

内診で、子宮口７cm開大、展退度８０％、児頭の下降度はＳＰ＋３cm、子宮頚部は軟、子宮口の位置

は前方である。緊満した胎胞を認め、卵膜を介して矢状縫合を１時から７時方向に触知する。子

宮口の中央部に小泉門を触れるが、大泉門は触れない。

正しいのはどれか。

ａ破水している。

ｂ反屈位である。

ｃ後方後頭位である。

ｄ分娩第２期である。

ｅ児頭は陥入している。

５５４８歳の女性。意識障害により搬送された。lか月前から悩みごとが多く、家人ともほとんど話

をしなくなった。家事はこなしていた。夕食後自室で倒れているのを娘が発見した。順吐痕もあ

り、そばには空瓶があり有機溶媒臭がしていた。救急隊現着時、ＪＣＳ200、脈拍96/分、整。血圧

140/100mmHg、ＳｐＯ２９７％、瞳孔左右同大1.5ｍｍで、救急車内でも１回咽吐を認め有機溶媒臭

を認めた。

来院時、ＧＣＳ９(1-坐)、脈拍84/分、整。血圧170/lOOmmHg、ＳｐＯ２９９％（室内気吸入下)、

体温34.1℃･瞳孔左右同大１．５ｍｍ、発汗なし。分泌冗進と尿便失禁を認めた。胸腹部、四肢に

は明らかな異常なし。検査所見では血液ガスｐＨ7.37、PaCOo35､９mmHg，PaO2937mmHg，

HCO５１９．７，ＢE-5.0．白血球15,500、赤血球524万、Ｈｂ１３．８、Ｈt43.9、血小板47.7万。血液生化

学所見：総蛋白８．４９/dﾉ、ＴＢｉｌＯ３ｍｇ/dj、ＡＳＴ１５Ｕ/Z、ＡＬＴ１５Ｕ/J、ＡＬＰｌ３２Ｕ/ﾉ(基準１１５

～359)、ＬＤＨ４４２Ｕ/J(基準１１９～229)、ＣＰＫｌ２０Ｕ/J(基準44～170)、Ａｍｙｌｌ４Ｕ/ﾉ(基準３７～

125)、ＢＵＮ１２ｍｇ/dJ、ＣｒｅＯ､７ｍｇ/dJ、ＵＡ４３、Ｎａｌ３８ｍＥｑ/J、Ｋ３．７mEq/j、ＣｌｌＯ２ｍＥｑ/ｊ、Ｃａ

９．６ｍｇ/dJ、Ｉ－Ｐ３､１ｍｇ/dﾉ(基準２５～4.7)、Glucosel64mg/dﾉ、Ｃｈ－Ｅ（真性)０８Ｕ/ﾉ(基準１２～2.0）

（疑性）２１Ｕ/ﾉ(基準4.1～8.5)であった。心電図ではQTcが0.397秒であった。

処置として適切なのはどれか。

ａアセチルシステイン

ｂチオ硫酸ナトリウム

ｃメチレンプルー

ｄ硫酸アトロピン

ｅＢＡＬ

５３７５歳の女性。４か月前に脳出血を発症し、右片麻悼になって入院治療を受けた。その後回復期

リハビリテーション病院に転院し、１週間前に退院となった。退院前に市役所に介護保険制度に

基づく要介謹・要支援認定申請が行われ、要介護の認定を受けた。現在は自宅で療養しており、

かかりつけ医としてその後の診療を依頼された。意識は清明で会話も可能であるが、食事や入浴、

排池などの日常生活動作(ADL)には介助が必要である。７８歳の夫が一人で介謹をしているが、初

めての介護生活に疲労し体調不良を訴えている。ただし夫としては、今後も妻と同居することを

願っている。

かかりつけ医の対応として適切でないのはどれか。

ａケアマネージャーを紹介する。

ｂ医療安全支援センターを紹介する。

ｃ訪問看謹ステーションを紹介し、指示書を書く。

ｄ訪問介護（ホームヘルプサーピス）を紹介する。

ｅ老人短期入所施設（ショートステイ）を紹介する。

－１０５－１６－－１０５－１５－
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５８５４歳の男性会社員。４月に部長に昇格し、多忙で責任の重い職務に就いた。当初は頑張ってい

たが、６月ごろより疲労感を訴えるようになり、睡眠も十分に取れなくなった。判断力が落ち、

部下への適切な指示ができなくなってきたことで、大きな仕事上のミスが発覚した。本人はその

対応と謝罪に追われたが、責任の追及は厳しく、会社でもふさぎこんでいた。７月中旬のある朝、

早朝に会社のトイレの中で首をつろうとして失敗し、倒れているところを発見され会社の医務室

に迎ばれた。本人は「自分の不注意で仕事に大きな穴をあけてしまって、このｌか月間ずっと落

ち込んでいた。その責任を取りたい」と訴えた。一方で、「でも自殺して責任をとるって言うのは

変ですよね、もう吹っ切れました。大丈夫です」と話した。上司が休韮や病院受診を勧めるが、

本人は拒否している。

適切な対応はどれか。

ａ部長職を解き、すぐに配世換えをして勤務をさせる。

ｂ責任を果たすために、休職させずに勤務を継続させる。

ｃ休養を勧め、家族にも連絡して医療機関の受診を促す。

ｄ本人が拒否している以上、医療機関には受診は勧めない。

ｅ仕事のミスが原因であり、それを解決することを優先する。

５６５０歳の女性。他康診断で胸部エックス線写真の異常を指摘され来院した。２か月前から夕方に

なると物が二重に見えるようになるが翌朝は改善するために放置していた。胸部造影ＣＴを示す。

診断に有用な血液検査項目はどれか。

ａ抗核抗体

ｂ抗Jo-l抗体

ｃ抗SS-B抗体

．抗ＴＳＨレセプター抗体

ｅ抗アセチルコリンレセプター抗体

－１０５－１７－

５７２１歳の男性｡サッカーの練習中に右膝前十字靭帯を断裂したため､前十字靭帯再建手術を受けた。

麻酔は硬膜外麻酔併用脊髄<も膜下麻酔であった。

脊髄<も膜下麻酔として用いられる薬剤はどれか。

ａジァゼパム

ｂ塩酸ジヒドロコデイン

ｃセボフルラン

．コカイン

ｅブピバカイン

塑鴬…騨隅

一､亀』津
塑一寺
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６３５１歳の男性。下肢の皮疹を主訴に来院。２週前に感冒様症状のため市販薬を内服した。１週前

より下肢に皮疹が出現し次第に増えた。２日前より腹痛と足関節および膝関節の露痛を認める。

既往歴は特になし。皮疹は硝子圧法で消退しない。下肢の写真を示す。

考えられる疾患はどれか。

『

６０採血後の針を廃棄する容器を図に示す。

使用法について正しいのはどれか。

ａ点滴セットもこの容器に入れる。

ｂ針はリキャップして容器に入れる。

ｃＢ型肝炎患者に使用した針もこの容器に廃棄する。

ｄ容器がいっぱいになったら蓋をして廃棄する。

ｅ容器を廃棄する前に次亜塩素酸を加えて滅菌する。

冊

ａ単純 性紫斑

ｂ慢性色素性紫斑

cSchnnlPin-Henoch紫斑病

ｄ高グロブリン血症性紫斑

ｅアレルギー性肉芽腫性血管炎

－１０５－１９－ －１０５－２０－

下肢の写真

…劃忽畑日珂

採血後の針を廃棄する容器

１１
６１２８歳の初産婦。妊娠32週０日の妊婦他康診査で胎児の発育に異常を指摘され来院した。超音波

検査で児は男児で､児頭大横径（BPD）は７７mm､腹囲（ＡＣ）は245cm､大腿骨長（FL）は５５mm，

推定体重は１，２９０９である。

この病態と関連があるのはどれか。

ａ淋菌

ｂＢ群レンサ球菌（GBS）

ｃクラミジアトラコマテイス

．インフルエンザウイルス

ｅサイトメガロウイルス

６２６５歳の男性。自宅で鮮紅色の下血をきたし、救急車で搬送され来院した。意識は不穏状態であ

る。身長１８３ｃｍ、体重７０ｋｇ、脈拍120/分、盤。血圧８３/４０ｍｍＨｇ･皮膚は蒼白で冷たい。血液

所見：赤血球２２０万、Ｈｂ６３ｇ/dﾉ、Ｈt２２％、白血球8,700、血小板１０．８万、ＰＴｌ１．５秒（基準対

照１１．３)、APTＴ３２．３秒（基準対照32.2)、総蛋白６．９９/dZ、アルブミン４．０９/dﾉ。

この患者に適切な輸血はどれか。

ａ自己血

ｂ漉厚血小板

ｃ赤血球濃厚液

ｄ新鮮凍結血擬

ｅ近親者からの新鮮血

＊

Ｆ
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次の文を読み､64~66の問いに答えよ｡

２６歳の男性。腹痛と下血を主訴に来院した。

現病歴：ｌか月前より腹痛と水様性下痢（１０回以上／日）が続いていた。数日前より１日に１５回

以上の血性下痢が続くため緊急入院となった。大腸内視鏡検査を行ったところ、全大腸に

別に示す所見を連続性に認めた。組織検査では、粘膜全層にびまん性炎症細胞浸潤と陰嵩

膿蛎を認めた。入院後、ステロイド療法や頚粒球除去療法を行うが便の性状に変化は認め

られない。

家族歴、既往歴：特記すべきことなし。

現症：意識は清明。身長165ｃｍ、体重４５ｋｇ・体温38.5℃・脈拍９２/分、整。血圧104/６０

ｍｍＨｇ･腹部は右下腹部を中心に強い圧痛あり、膨満。

検査所見：血液所見：赤血球240万、Ｈｂ６５ｇ/dJ、白血球15‘０００、血小板12万。血液生化学所見：

総蛋白４．６９/dﾉ、アルブミン１．８９/ｄｊ、ＣＲＰｌ５３ｍｇ/ｄｌ１。大腸内視鏡検査所見を示す。

６４下血の原因はどれかＣ

ａ腸重積症

ｂ虚血性腸炎

ｃクローン病

ｄ潰傷性大腸炎

ｅ絞掘性イレウス

６５治療方針の決定に有用なのはどれか。２つ選べ。

ａ小腸造影

ｂ注腸造影

ｃ腹部ＣＴ検査

．上部内視鏡検査

ｅ腹部単純エックス線検査

６６正しいのはどれか。

ａ高圧涜腸を行う。

ｂ緊急手術を行う。

ｃ５－ＡＳＡ製剤を開始する。

ｄイレウス管を挿入する。

ｅ腹部血管造影検査を行う。

－１０５－２１－

大腸内視鏡検査所見
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次の文を読み、６７～６９の問いに答えよ。

３１歳の女性。四肢の脱力と全身倦怠感を主訴に来院した。意識は清明。身長１４６ｃｍ、体重

３２ｋｇ･脈拍102/ｍin･血圧95/４５mmHg･四肢の筋力低下と軽度の深部腿反射低下を認める｡尿所

見:蛋白（一)、潜血(一)、尿糖(一)。血液所見:赤血球450万、Ｈｂｌ４ｇ/dJ、Ｈt45％、白血球6,300、

血小板３５万。血液生化学所見：総蛋白７．４９/ｄＩ、アルブミン３８９/dJ、クレアチニン０．６８ｍｇ/dZ、

Ｎａｌ３９ｍＥｑ/ｊ、Ｋ２８ｍＥｑ/ｊ、Cl95mEq/ﾉ、Ｃａ9.1ｍｇ/ｄｊ、Ｐ３．４ｍｇ/dﾉ、血禁レーン活性くPRA〉

28,9/ｍＪ/時間(基準12～25)､アルドステロンl321ng/dJ(基準5～１０)。動脈血ガス分析(自発呼吸、

roomair）：ｐＨ7.48、Paoﾜ９８Torr、PaCO248Torr、ＨＣＯ３３５ｍＥｑ/l・

６７本症例に認める所見はどれか。

ａグル音充進

ｂ低浸透圧尿

ｃ低尿酸血症

ｄ尿中Ｎａ排世増加

ｅ心電図のテント状Ｔ波

６８考えられる疾患はどれか。

aLiddle症候群

bBartter症候群

CFBnmni症候群

．尿細管’性アシドーシス

ｅ原発性アルドステロン症

６９治療法として正しいのはどれか。２つ選べ。

ａルーフ°利尿薬

ｂ生理食塩水の輪液

ｃアルドステロン桔抗薬

ｄ５％グルコースの輪液

ｅサイアザイド系利尿薬

－１０５－２２－
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次の文を読み、７０～７２の問いに答えよ。

６８歳の男性。幼少時に結核の既往がある。５年前より健康診断にて肝機能障害を指摘されたが、

放置していた。３年前より労作時に息切れを感じ、１年前からは下腿の浮腫と腹部膨満感を自覚する

ようになった。数か月前から階段を上るのがつらく、ときに眼前暗黒感を感ずることがあった。数

週間前から全身倦怠感が徐々に強くなり、呼吸困難と下腿浮腫が増強したため入院となった。脈拍

100/分、不整。血圧８８/６６ｍｍＨｇ･結膜に貧血はないが、黄恒あり。肺ラ音はないが、拡張早期に

過剰心音を聴取した。肝腫大と腹水を認め、頚静脈怒張が著明であった。血液生化学所見：ＴＢｉｌ２２

ｍｇ/dJ、ＡＬＴ３２１Ｕ//、ＡＳＴ３４１Ｕ/j、Ｃｒｅ１．３ｍｇ/dj，ＢＮＰ２２ｐｇ/ｍｊ･入院時の胸部エックス線を

７１確定診断に最も有用な検査はどれか。

ａ腹部ＣＴ

ｂ冠動脈造影

ｃ心内圧測定

ｄ呼吸機能検査

ｅ薬剤負荷タリウム心筋シンチグラム

以下に示す。 州

響錨稔謹窪,鴬､､熟浄両国
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７０本例で認められる身体所見はどれか。
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７２治療としてふさわしいのはどれか。

ａ心膜剥離術

ｂ生体肝移植

ｃ僧帽弁置換術

．冠動脈バイパス術

ｅ大動脈ステント留置術

Ｚ
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胸部エックス線
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